
作成日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係・社会性

家族支援
お迎えや送迎の際に、学校での様子、放課後等デイサービスでの様子をご家族に伝えております。毎月、愛光園デイサービスだよりを
発行し、ご家族や学校へ配布しております。また、定期的にフェイスブックやインスタグラムで活動の様子を写真入りで発信しており
ます。ご家族の⽅の状況により、延⻑支援が必要な場合、職員体制を整え、事業所開所前後の受け入れをしております。

本
人
支
援

心身の健康状態を把握し、家庭と連携しながら、基本的な生活リズムを整えて、毎日の生活を送ることができるように支援します。生
活習慣や身の回りのことができるように支援します。

身体を動かす楽しみの経験をプログラムに取り入れ、フライングディスク、ボッチャ、卓球、ダンス等五感を刺激する活動に取り組
み、コーチや外部講師から来所する機会も設けながら支援します。併設する障害者支援施設での体育館で運動遊びを楽しみます。
感覚への特性(視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚)の理解と対応を行います。

行動障害についての予防と支援⽅法を理解し、心地よい空間・時間で過ごすことができるように支援します。不安・不調の兆候が表れ
る前に対応できる支援力を高めます。製作活動(絵画・工作等)を活用して、認知機能の発達を促す支援を行います。

言葉でのやり取りだけでなく、表情、しぐさ、視線、行動、声の抑揚等をよく観察し、コミュニケーションの能力の向上を支援しま
す。状況に応じたコミュニケーション等は活用できるように、保育士等が個別・小集団での支援を行います。

遊びを通じた社会性の発達を促すことができるように、他者との関わり(人間関係)を形成するように支援します。掃除、食器洗い、
ごみ捨て等家事の練習を行い、自宅でもできるように家族と連携して支援を行います。併設する障害者支援施設の利用者とのスポーツ
交流を行います。

支 援 内 容

事業所名   鶴岡市立愛光園デイサービスセンター 支援プログラム 令和7年2月20日

法人（事業所）理念
熱意・誠意・創意を基本姿勢として、利用者に満足の戴ける良質な福祉サービスを提供する事に努め、地域に開かれた、地域に愛さ
れ、信頼できる事業体として地域福祉の向上に貢献する事を目指します。

支援⽅針
利用者個々の心身の状況や、置かれている環境や可能性を勘案し、ご家族の意向を尊重しながら、個別支援計画に基づいた集団療育・
個別療育・自由遊び等のプログラムを通して生活能力の向上のために必要な訓練を行うと共に、社会との交流の促進を図るために必要
な支援及び社会との交流の促進を図るための支援を提供します。

営業時間 学校休業日  9時00分~17時00分まで
学校開校日   14時00分~18時00分まで

送迎実施の有無   あり   なし



主な行事等
地域の公園のクリーン作戦・避難訓練・⼾外活動(お出かけ・ドライブ)・初詣・カラオケ発表会・ダンス・公募展出展
フライングディスク大会・ボッチャ大会

地域支援・地域連携

移行支援

職員の質の向上

支援の中に「移行」という視点を取り入れ、進学、学校卒業後の生活の場、日中活動の場等を見据え、多様な活動・体験・様々な世代との交流等を
行う機会を提供している。特別支援学校の郊外実習先の担当者、相談支援事業所等の連携、情報共有を行いながら、ライフステージの移行期は、放
課後等デイサービス計画をもとにより丁寧な支援を行っている。

利用児童が通う学校、短期入所や居宅介護等の障害福祉サービス提供事業所、就学前に通所・通園していた保育所、児童発達支援事業
所等と連携し、児童や家族の支援を行っている。併用利用している放課後等デイサービスとの連絡やケース会議等を必要に応じ、支援
の内容等を相互に学び合っている。鶴岡市障害者地域自立支援協議会での情報連絡会、研修会に事業所職員が積極的に参加している。

年間研修計画を策定し、計画に基づいて研修の参加及び、伝達研修を実施します。強度行動障害支援者養成研修、相談支援従事者研
修、サービス管理責任者研修を、実務経験と資格要件を基に受講します。人権擁護、虐待防止研修、発達障害のある児童の特性理解と
支援⽅法についての研修、愛着障害についての研修等、県・市・知的障害福祉協会等が主催する研修会に積極的に参加します。
支援困難な事例があった場合、相談支援事業所・医療機関、学校等と連携し、個別支援会議で支援⽅法のスーパーバイスを受け支援の
向上につながるよう努めます。


